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問いの構造化

生徒の変容

評価
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佐藤雅彦『物語を発現する力』 を扱った国語（論評）の実践詳細
 酒井将平

keyword：接続語、脱文脈化、遊び心

１ 実践の学年、科目、授業、単位数、単元、時期、場面等は？
• ２年生の現代文（３単位）における実践。
• ２学期中間後、期末考査に向けての授業。
• 教材は佐藤雅彦の評論『物語を発現する力』［１］。

２ どんな動機や背景、課題があったか？

❶文書の要素の関係づけ

　２学期中間考査の範囲では、意味段落ごとに「十文字の要約」 を作ることに取り組みました。生徒は、
文章の要素間の関係性を捉えることに苦手意識を持っているようでした。また、接続語を補充する考査
問題の正答率が低いように感じていました。そこで、接続語に注目して授業を行うことにしました。

❷「読む」だけの授業

　現代文の授業とはいえ、「読む」だけに終始してはもったいないと感じていました。教室という場所
にいろいろな人が集まって同じ文章を読んでいることを生かすために、言葉を使わずに「書く」取り組
みに挑戦しました。

❸内容への無批判

　本文だけを読んでいると納得して終わってしまいがちです。それでは読み取った情報を検討したり、
活用したりする力につながらないので、本文から離れた場面に当てはめる取り組みをしました。

３ ICEルーブリックへの位置づけ
　❶に関しては、接続語という観点を設定しました。Extensions の到達目標を「接続語を上手に使い、
効果的な文章を書くことができる」としました。

　

成果と課題

①接続語に注目することで、文章の要素を関係づけることができた。
②創作活動を取り入れることで、楽しみながら学びを展開することができた。
③異なる「文脈」への当てはめによって、批判的思考力へとつなげる端緒となった。
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　❷に基づいて、本文で説明される「物語を発現する力」をものの見方として設定することにしました。
これを活用して「書く」取り組みを設定しました。

　❸については、他の場面に当てはめることで学びを深めます。「脱文脈化」を意識することで
Extensions の学びへとつなげました。

４ どのように実践したか？

　❶のために：接続語を一つひとつ取り上げ、前後の内容とのつながりを確認
　接続語の機能をイメージ図で示し、前後の内容の関係を確認しました。また、接続語がなくても要素
には関係性があることや、接続語が必要となる理由について考えました。定期考査では、接続語を空欄
補充にして出題しました。

❷のために：４コマ漫画を創作

　読み取った内容を活用する取り組みとして、授業の終盤に４コマ漫画を作ってもらいました。タイト
ルをつけること、セリフは使わないことを条件にして、完成したら見せに来てもらいました。「物語を
発現する力」との関係を質問したり、作品へのコメントをしたりしました。

❸のために：異なる「文脈」への当てはめ

　本文を離れて、古典や倫理で扱う「輪廻思想」や「因
果応報」、仕事への当てはめなどができないかを検討
し、授業や試験で扱いました。その中で、「物語を発
現する力」に限界はあるかを考えました。
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５ 実践した感触はどうか？

①文章の流れに着目した授業へ

　接続語に注目して内容を関係づけていくことで、文章の流れを追うことを大切にした授業になりまし
た。流れを捉えることで、書き手の目線で文章を捉えることにつながっていくと感じました。

②「物語を発現する力」についての深まり

　生徒の作品を味わいながら、どこがすごいか、何が良いかについて話し合ったり、もっと省略できる
部分はどこかについて話し合ったりすることで、文章で扱われている「物語を発現する力」について深
めることができました。Extensionsの活動に思いきって取り組んだことで学びに楽しさが生まれました。

③他の科目や教科とつながり

　本文とは異なる「文脈」に当てはめることで、古典や倫理など他の授業とのつながりをつくることが
できました。現代文の教材を通じて、いろいろな先生と一歩踏み込んだ話をすることができました。

６ 生徒の変容は

①	接続語の問題正答率

　考査問題の接続語に関する問いの正答率が上がったように感じています。授業中の接続語に関するや
りとりからも、その機能や前後のつながりへの理解が次第に深まってきているように感じました。

②	遊び心と学びの深まり

　最初、生徒は４コマ漫画を作ることに戸惑っていました。上手な作品や面白い作品を作ることではな
く、文章で学んだことをいかすことが目的であることを伝え、「評価」という目線ではなく、「楽しむ」、「味
わう」という観点から作品について話し合うことで、お互いに楽しみながら「物語を発現する力」につ
いて考える時間を過ごすことができました。

③	文章との「距離感」

　倫理や古典など、他の「文脈」を持ってくると、「いきなり何の話が始まるんだ？」といった表情で
生徒は顔を上げていました。内容の読解に終始してしまうと、書き手の考えを理解することで終わって
しまいがちです。異なる「文脈」に当てはめて考えることで、文章から「距離」をとって考えるように
なったと感じています。

７ 今後の課題は？

①より：現代文の授業で接続語を使いこなせるようにするには？

　接続語を活用した作文に取り組むことができればよいのですが、当時の勤務校では難しいように感じ
ました。そこで、書き手の目線で文章を捉え直すような取り組みをすることで、接続語の活用につなが
る学びとなるのではないかと考えています。

②より：随所に遊び心を発揮できる授業にするためには？

　４コマ漫画を作るというような遊び心を発揮できる学びは、生徒にとっても自分にとっても、普段の
授業とは違う時間という認識があるのではないかと感じています。これを普段の授業の一部にしていく
には、Extensions の学びの中に次の Ideas の学びを発見するような流れをつくり出していくことが必要
なのかもしれません。１年間の学びの流れをしっかりとデザインしておくことで、遊び心を随所に発揮
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しながら学んでいくことができればと考えています。

④	より：異なる「文脈」への当てはめを継続的に続けていくには？

　異なる「文脈」への当てはめを継続的に扱うことで、文章との「距離」のとり方を身につけ、批判的
な読みへとつながるのではないかと感じています。しかし、他教科や他科目についての理解も必要にな
るので、準備に時間が必要となります。担当者どうしで情報を共有し、役割分担しながら進めることが
必要だと感じました。
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